
生
誕
一
一
〇
年
記
念

白
川
静

『
文
字
講
話
』

に
学
ぶ

（
全
2

回
）

日
時

令
和
二
年
九
月
二
十
七
日
（
日
）
一
三
時
半
～
一
六
時
半

十
月

十
一
日
（
日
）
一
三
時
半
～
一
六
時
半

会
場

栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
三
階

第
一
会
議
室
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廣
瀬
徳
蔵…

大
阪
出
身
の
衆
議
院
議
員
・
弁
護
士

2



第
１
回甲

骨
文
に
つ
い
て

甲
骨
文
は
、
中
国
・
殷
（
商
）
時
代
（
紀
元
前
17

世
紀
頃
～
紀
元
前
10

46

年
）
の
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
古
代
文
字
。
（
18

99

年
、
清
の
国
子
監
祭

酒
（
文
部
長
官
）
で
あ
っ
た
王
懿
栄
が
発
見
）

漢
字
の
原
初
形
態
で
あ
り
、
現
在
確
認
で
き
る
漢
字
の
最
古
の
祖
形
を
伝
え

て
い
る
。
古
代
中
国
で
生
ま
れ
発
達
し
て
き
た
文
字
（
漢
字
）
と
獣
骨
を
用

い
る
占
卜
と
が
結
び
つ
い
て
文
字
記
録
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
亀
甲
獣
骨

文
字
、
甲
骨
文
と
も
い
う
。

殷
後
期
（
第
22

代
殷
王
武
丁
以
降
）
の
考
古
学
資
料
が
小
屯
村
（
殷
墟
）

で
大
量
に
出
土
し
た
。
亀
の
甲
羅
（
腹
甲
）
や
牛
や
鹿
の
骨
（
肩
胛
骨
）
に

刻
ま
れ
た
。

殷
代
に
は
、
王
が
祭
祀
の
軍
事
な
ど
の
王
朝
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
甲
骨
占

卜
を
お
こ
な
い
、
そ
の
結
果
に
従
っ
て
政
策
を
実
行
し
て
い
た
。
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陶
文
（
陶
片
に
刻
ま
れ
た
符
号
や
文
字
。
古
い
も
の
は
甲
骨
文
よ
り
も
古
く
、
五
千
八
百
年
～
六
千
年
前
）

初
（
金
文
）

刀

臣

止

戈

戈 刀武
丁
（
ぶ
て
い
）…

殷
朝
の
第
22

代
王
。

殷
墟
（
大
邑
商
）
の
地
に
都
を
置
い
た
。

婦
好
は
そ
の
妃
。

物
部
氏
（
も
の
の
べ
し
）…

大
和
国
山
辺
郡
・
河
内
国
渋
川
郡
あ
た
り
を

本
拠
地
と
し
た
有
力
な
豪
族
で
、
神
武
朝
よ
り

大
王
家
に
仕
え
た
氏
族
。
元
々
は
鉄
器
と
兵
器

の
製
造
・
管
理
を
主
に
管
掌
し
て
い
た
が
、
し
だ

い
に
大
伴
氏
と
並
ぶ
有
力
軍
事
氏
族
へ
と
成
長
し
た
。

魚

車

職
能
的
部
族

の
複
合
体

中

耒
（
す
き
）

祀

中祀 耒
（
す
き
）
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寧
郷
市
黄
材
鎮
附
近

戈卣（商後期）
泉屋博物館蔵
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苗
族
（
び
ょ
う
ぞ
く
）

殷
代
の
甲
骨
に
は
南
人
と
し
て
い
る
。

中
国
少
数
民
族
で
四
番
目
に
多
く
、
山

間
盆
地
や
斜
面
に
集
落
を
営
む
山
地
民

で
あ
る
。
ミ
ャ
オ
族
の
名
称
で
知
ら
れ

る
が
、
漢
族
か
ら
の
蔑
称
で
あ
る
。
湖

南
省
居
住
は
コ
ー
シ
ョ
ン
と
称
す
。

チ
ャ
ン
族
と
も
呼
ぶ
中
国
少
数
民
族
の

一
つ
。
主
に
四
川
省
ア
バ
・
チ
ベ
ッ
ト
族

チ
ャ
ン
族
自
治
州
内
の
茂
（
マ
オ
）
県
に

居
住
。
お
も
に
農
業
に
従
事
し
、
牧
畜

業
も
兼
ね
る
。
特
に
井
戸
掘
り
と
石
造

建
築
物
の
構
造
技
術
に
長
じ
る
。
ま
た
、

原
始
宗
教
で
あ
る
精
霊
・
多
神
崇
拝

（
ア
ニ
ミ
ズ
ム
）
を
信
仰
し
て
い
る
。
さ
ら

に
羌
人
は
歴
史
的
に
漢
族
や
チ
ベ
ッ
ト
族

と
雑
居
し
、
接
触
を
重
ね
て
き
た
。
古
代

の
羌
人
の
中
で
最
大
勢
力
を
誇
っ
た

タ
ン
グ
ー
ト
族
は
、
西
夏
を
建
国
し

独
自
の
文
字
と
し
て
西
夏
文
字
を
創
成
、

15

02

年
ま
で
使
わ
れ
て
い
る
。

羌
族
（
き
ょ
う
ぞ
く
）

酔
南

※

「
南
」
は
苗
族
が
使
っ
て
い
た
釣
鐘
式
の
楽
器

拝
排
敗
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陝
西
省
宝
鶏
眉
県
窖
蔵
発
掘
現
場
（
二
〇
〇
三
年
一
月
一
九
日
）

島
根
県
神
庭
（
か
ん
ば
）

西
谷
（
さ
い
だ
に
）

発
掘
現
場

手
前
に
銅
鐸
６
、
矛
１
６
。
土
嚢
が
積
ん
で
あ
る
斜
面
に
は
銅
剣
３
５
８
が
出

土
し
た
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藁
城

寧
郷

西
安

鄭
州

偃
師

え
ん
し

こ
う
じ
ょ
う

て
い
し
ゅ
う

ね
い
き
ょ
う

洛
陽

ら
く
よ
う

夏
（
か
）

紀
元
前
19

00

年
頃
～

紀
元
前
16

00

年
頃

…

史
書
に
記
さ
れ
た
中
国
最
古
の
王
朝
。

湯
革
夏
命…
殷
の
湯
王
が
夏
の
天
命
を
革
め
た
こ
と

と
う
か
く
か
め
い

殷
（
い
ん
）

紀
元
前
17

世
紀
頃
～

紀
元
前
10

46

年

殷
墟

陽
城

（
夏
都
）
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畚
（
ふ
ご
）

后
稷
（
こ
う
し
ょ
く
）

伝
説
上
の
周
王
朝
の
姫
姓
の
祖
先
。
中
国
の
農
業
の

神
とし

て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
姓
は
姫
、
諱
は
弃
（
棄
）

手

新
生
児

水
（
川
）

逆
子

網
で
掬
う

棄
（
き
）
は
周
の
始
祖
で
あ
る

后
稷
（
こ
う
し
ょ

く
）
の
諱

神
話
に
つ
い

て
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后
あ
り

た
た
り

它
は
蛇
の
象
形

夔
（
き
）

拾
岳
（
山
上
に
羊
頭
の
神
）

三
段
目…

先
ず
高
祖
に
燎
壱
（
り
ょ
う
ゆ
う
）
せ
ん
か

二
段
目…

叀
（
こ
）
れ
河
に
（
ひ
ま
つ
り
）
す
る
に
、
先
ず
壱
（
ゆ
う
）
せ
ん
か

梭
燎

木
を
組
ん
で
焚
く
形

河
亥
雨
（
河
、
亥
の
日
に
雨
ふ
る
か
）

夔
（
き
）

『
山
海
経
』
よ
り

亥

一
般
形

一
が
な
く
て
も
上
甲
と
読
む
。
十
だ
け
で
甲
。

示
壬

示
癸

六
示

后
な
し

侑
は
供
え
る
意
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…

□
三
、
祖
乙
□…

大

丁

十

、

大

甲

十

、

大

庚

七

、
小

甲

三

報
丙
三
、
報
丁
三
、
示
壬
三
、
示
癸
三
、
大
乙
十
、

乙
未
壱
系
品
上
甲
十
、
報
乙
三

玲
資
料
５
ー
７

先
公
名
と
王
統
譜

報
の
甲
骨
文

匜
・
匠
・
匣
・
匡
な
ど
の
「
は
こ
が
ま
え
」
の
匚
（
ほ
う
）
と
同
音
に
よ
り
、
報
を
匚
に
換
え
て
い
る
。

※

区
（
區
）
医
・
匿
・
な
ど
の
「
か
く
し
が
ま
え
」
の
匸
（
け
い
）
で
は
な
い
。

報
と
同
音
の
匚
（
ほ
う
）

丙

放
報
丙
（
合
文
）

・

乙
未
の
日
、
系
譜
に
酒
も
て
祀
る
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※

参
考
19

99

年
1

月
1

日

21:

30

～
23:

30

T
B
S

系
に
て
放
送
さ
れ
た
21

世
紀
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
故
宮
大
長
征
・
中
国
皇
帝
の
秘
宝

一
万
キ
ロ

の
旅
」
（
案
内
人
：
薬
師
丸
ひ

ろ
子
）

１
８
９
９

清
の
国
子
監
祭
酒
（
文
部
長
官
）
王
懿
栄
に
よ
っ
て
甲
骨
文
の
発
見

１
９
０
０

義
和
団
事
件
。
連
合
国
軍
に
よ
っ
て
北
京
陥
落
。
紫
禁
城
の
宝
物
略
奪
横
行

１
９
０
３

甲
骨
文
字
の
図
録
「
鉄
雲
蔵
亀
」
出
版
（
自
殺
し
た
王
懿
栄
を
引
き
継
い
だ
劉
鶚
）

１
９
１
１

辛
亥
革
命

１
９
１
２

中
華
民
国
成
立

１
９
１
４

第
一
次
世
界
大
戦
勃
発

紫
禁
城
内
の
文
物
を
管
理
す
る
た
め
に
古
物
陳
列
所
を
開
設
。

略
奪
や
横
流
し
が
横
行

１
９
２
１

中
国
共
産
党
結
成

１
９
２
５

故
宮
博
物
院
開
設

１
９
２
７

日
本
、
山
東
出
兵
。
南
京
事
件

１
９
３
１

満
州
事
変

満
州
国
19

32

年
～
19

45

年

１
９
３
２

董
作
賓
「
甲
骨
文
断
代
研
究
例
」
発
表

１
９
３
３

故
宮
の
南
遷
。
日
本
軍
か
ら
の
略
奪
を
防
ぐ
た
め
、
一
三
四
二
七
箱
と
64

包

の
文
物
が
五
つ
に
分
け
ら
れ
、
上
海
、
南
京
に
運
搬
。
南
京
に
文
物
倉
庫
を

建
て
、
故
宮
博
物
院
南
京
分
院
を
設
立

１
９
３
７

盧
溝
橋
事
件
、
日
中
戦
争
。
南
京
事
件

１
９
４
１

太
平
洋
戦
争
（
大
東
亜
戦
争
）
勃
発

１
９
４
８

南
京
国
民
党
政
府
は
中
国
人
民
解
放
軍
に
よ
る
故
宮
文
物
の
略
奪
を
防
ぐ

た
め
、
南
京
の
倉
庫
か
ら
二
九
七
二
箱
の
文
物
を
選
ん
で
台
湾
に
移
動

１
９
４
９

人
民
解
放
軍
が
成
都
を
包
囲
、
蔣
介
石
が
台
湾
へ
逃
れ
る

中
華
人
民
共
和
国
成
立

董

作
賓
（
と
う

さ
く
ひ
ん
）

中
華
民
国
の
甲
骨
学
者
。
甲
骨
文
字
の
研

究
の
開
拓
者
で
あ
り
、
羅
振
玉
（
号
・
雪

堂
）
・

王
国
維
（
号
・
観
堂
）
・
郭
沫
若
（
字
・

鼎
堂
）
と
と
も
に
甲
骨
四
堂
（
甲
骨
学
四

堂
と
も
）
と
称
さ
れ
る
。
字
は
彦
堂
、
号

は
平
廬

甲
骨
文
研
究
の
歴
史
的
背
景
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婦
好
墓
の
発
見
（
１
９
７
６
）

婦
好
は
第
二
十
二
代
武
丁
の
配
偶
者
（
妣
癸
・
妣
戊
・
妣
辛
）
の
う
ち
妣
辛
の
こ
と
。

婦
好
墓
は
二
層
か
ら
な
り
、
上
層
に
妣
辛
墓
が
あ
っ
た
た
め
下
層
は
盗
掘
を
免
れ
る
。
「
妣
辛
」
は
婦
好
の
諱
・
廟
号
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廻
賞
小
子
夫
貝
二
朋

用
乍
父
己
付
彝

（
氏
族
図
象

銘
）

廻
（
か
）
、
小
子
な
る
夫
に
貝
二
朋

を
賞
す
。
用
っ
て
父
己
の
付
彝
を
作

る
。※

朋
は
貝
を
綴
っ
た
形

小
子
夫
尊
（
殷
）

②

子
安
貝
の
価
値
付
け
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部
民
制
（
べ
み
ん
せ
い
）

ヤ
マ
ト
王
権
の
制
度
。
王
権
へ
の
従
属
・
奉
仕
の
体
制
、
朝
廷
の
仕

事
分
掌
の
職
能
的
体
制
を
い
う
。

こ
の
う
ち
、
職
業
部
は
具
体
的
な
職
掌
名
を
帯
び
る
部
の
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
伴
造
（
と
も
の
み
や
つ
こ
）

に
統
率
さ
れ
、
朝
廷
に
所
属
す
る
。

・
海
部
（
あ
ま
べ
）

・
錦
織
部
（
に
し
ご
り
べ
）

・
土
師
部
（
は

じ
べ
）

・
須
恵
部
（
す
え
べ
）

・
弓
削
部
（
ゆ
げ
べ
）

・
麻
績
部

（
お
み
べ
）

・
渡
部
（
わ
た
り
べ
）

・
犬
養
部
（
い
ぬ
か
い
べ
）

・
馬
飼
部

・
鳥
飼
部

・
解
部(

と
き
べ
）

な
ど
の
例

が
あ
る
。

④

職
能
的
部
族
の
組
織
化

稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄
剣
（
い
な
り
や
ま
こ
ふ
ん
し
ゅ
つ
ど
て
っ
け
ん
）

１
９
６
８
年
に
埼
玉
県
行
田
市
の
埼
玉
古
墳
群
の
稲
荷
山
古
墳
か

ら
出
土
し
た
鉄
剣
。
金
象
眼
に
よ
る
表
裏
１
１
５
字
の
銘
文
に
は

地
方
と
中
央
の
紐
帯
を
示
す
地
方
豪
族
の
名
「
乎
獲
居
」
（
ヲ
ワ

ケ
）
と
共
に
、
雄
略
天
皇
と
も
い
わ
れ
る
「
獲
加
多
支
鹵
」
（
ワ

カ
タ
ケ
ル
）
大
王
の
名
が
出
て
く
る
。

15


